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１ 単元の目標 

(1) 現代語訳や語注などを手掛かりに作品を読むことを通して、古典に表れたものの見方や考え方を知るこ

とができる。                                                         〔知識及び技能〕(3)イ 

(2) 目的に応じて複数の情報を整理しながら適切な情報を得たり、登場人物の言動の意味などについて考

えたりして、内容を解釈することができる。                〔思考力、判断力、表現力等〕Ｃ読むこと イ 

(3) 言葉がもつ価値を認識するとともに、読書を生活に役立て、我が国の言語文化を大切にして、思いや考

えを伝え合おうとする。                                          「学びに向かう力、人間性等」 

 

２ 単元の評価規準 

 

３ 教材の特徴 

本教材では多彩な人物像の中から、うら若い青年でありながら、屋島合戦の運命を託された那須与一の

「扇の的」と、源氏の武将・義経の有名な逸話「弓流し」に触れ、それぞれの心情や、武士という人々の心情に

ついて考えさせたい。 

また、「平家物語」は史実を描いた歴史物語である。琵琶法師によって語られる「平曲」の形によって流布し、

多くの人々に享受されていた。文字を媒介とせず、耳で聞いておもしろく感じるよう、対句表現や擬音語を交え、

リズムを生み出す表現、映像が目に浮かぶような表現が多い。特に「扇の的」では、「目をふさいで」自害を覚

悟して神に祈念する与一を描くことで与一をクローズアップし、扇を射る瞬間を「よつぴいてひやうど」「ひいふ

つとぞ」という擬態語や擬音語によって表現し、扇の様子を「空へ」「虚空に」「春風に」「海へ」「白波の上に」

とじっくりと追う。まるで映画やドラマのシーンのような映像を見るような効果を与える「平家物語」の特徴を捉

えさせたい。 

 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①現代語訳や語注などを手掛か

りに作品を読むことを通して、

古典に表れたものの見方や考

え方を知っている。 （(3)イ） 

①「読むこと」において、目的に応じ

て複数の情報を整理しながら適切

な情報を得たり、登場人物の言動

の意味などについて考えたりして、

内容を解釈している。（Ｃ(1)イ） 

①積極的に古典に表れたものの

見方や考え方を知り、学習の見

通しをもって自分で設定した課

題を解決しようとしている。 

小 中学校国語科事例１ 個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実に向けて 

 

「平家物語」のなぜ？を調べよう 

～登場人物の言動の意味などについて考え、内容を解釈する～ 
第２学年 Ｃ読むこと（イ） 

                              言語活動例Ｃ・イ 

♦本実践の概要 

本実践では、１人１台端末を活用し、他者の考えを自由に閲覧できるようにし、他者の考えを参考にした

り、質問したりしながら、自分の学習進度に応じて、自分で学習を調整する時間を設定した。 

単元の導入で、疑問や気付きを共有し、そこから自ら解決したい課題を設定し、自分で学習過程を構築す

る実践を行った。自分で学習状況を把握し、自分で学習方法等を選択できる時間を設定することで個別最

適な学びと協働的な学びの一体的な充実を図った。 



４ 指導と評価の計画 

時 学習活動 指導上の留意点 評価規準・評価方法等 

１ ○学習のねらいを把握し、学習
活動の概要をつかむ。 

 
○『扇の的―「平家物語から」』
を通読し、あらすじをつかむ。 

 
○調子やリズムを意識して、音
読する。 

・学習のねらいを具体的に示し、学習の見
通しをもたせる。 

 
 
 
 
・七五調、対句、擬声語などの表現技法や
和漢混交文により独特のリズムになって
いることを意識させる。 

 

２ 

・ 

３ 

○「冒頭」「扇の的」「弓流し」を
読んで、疑問に思ったこと、興
味をもったこと、詳しく知りたい
ことを挙げる。 
・班ごとにＪａｍｂoarｄに付箋を
貼る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・自分で調べてみたいものを決
定し、インターネット、文献等を
活用し調べる。 
・調べたことをドキュメントにまと
める。 

・Ｊａｍｂoardで個人や班の疑問等を共有
させる。 

・インターネットから情報を得る時には情
報の確かさに留意させる。 

 

４ 

・ 

５ 

○「平家物語」のなぜ？という観
点でテーマを設定し、作品・
人物の特徴を考える。 
・「なぜ〇〇と言ったのか」 
「なぜ〇〇をしたのか」 
「なぜ〇〇と書いてあるのか」と
いう観点で探究するテーマを
決める。 
・ドキュメントにまとめる。 
・自他の考えを比較検討しなが
ら、自分が探究したい作品や
人物の特徴に対して、根拠を
明らかにして自分の考えを再
構成する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

・テーマ設定に時間がかかる場合には 
「なぜこのような描写があるのか」 
「なぜこのような行動をしたのか」 
「なぜこのような言葉を発したのか」など
焦点化させる。 
・他の生徒のドキュメントを見られるように
して、参考とさせる。 

 

[主体的に学習に取り

組む態度]① 

ワークシート 

[思考・判断・表現]① 

ドキュメント 

ワークシート 

[知識・技能]① 

ドキュメント 

ワークシート 

１人１台端末でのファイ

ルやリンクを共有し他者

の考えを自由に閲覧す

ることで、個人で調べ

る、他者の考えを参考

にする、グループで相談

するなど、課題解決の

方法を選択し、課題解

決を図っていた。 

１人１台端末でのファイ

ルやリンクを共有し他者

の考えを自由に閲覧する

ことで、他者の考えを参

考にしながら、どの生徒

も自分で課題を設定す

ることができたまた、教

師も閲覧できるので、教

師が学習状況を把握し

やすい。 



６ ○『「平家物語」のなぜ？』につ
いて発表する。 
・グループ内で個々に調べたこ
とを発表する。 
・グループで１つ代表を決める。 
・全体発表を行う。 
・作品に表れたものの見方や考
え方を考える。 
・「平家物語」が長い時代語り・
読み継がれてきた理由を考え
る。 
・振り返りシートに単元の振り返
りを記入する。 

・発表資料のよさではなく、発表を聞いて
自分もなぜか気になったもの、興味を惹
かれたものをグループ内で選ばせる。 
・発表後に「作品に表れたものの見方や
考え方」、「平家物語が語り・読み継が
れてきた理由」をまとめることを伝え、そ
の観点をもって発表を聞かせる。 

 

 

５ 本時の指導（第６時） 

（１） 目 標      「平家物語」のなぜ？を発表しよう。 

（２） 授業の展開 

 学習活動 指導上の留意点 評価について 

つ
か
む 

１ これまでの学習を振り返り、本

時の目標を知る。 

 

 

  

深
め
る 

２ 班内で自分が調べた『「平家

物語」のなぜ』を発表し合う。

(１０分) 

 

３ 『「平家物語」のなぜ』を全体

で発表し合う。(１５分) 

・班の代表者が発表する。 

４ 班・全体での発表を通して、

「平家物語」やそこに描かれて

いる人物の特徴をまとめる。 

(１０分) 

・全員を順番で発表させる。 

・他者が調べたことでなるほどと思っ

たことやおもしろいと感じたことをメモ

させる。 

・その後の活動を説明し、発表を聞く

ための観点を意識させる。 

 

・「扇の的」から読み取れるものの見

方・考え方をまとめさせる。 

・「平家物語」が長い時代語り・読み

継がれてきた理由をまとめさせる。 

・振り返りシートに記入させる。 

 

 

考
え

る ５ 本時の学習をまとめる。 ・振り返りシートに記入したことを発表

させる。 

 

 

６ 評価の実際 

(１)［知識・技能］の評価 

[知識・技能]①について、「古典に表れたものの見方や考え

方を知っている」姿を「おおむね満足できる」状況（B）と捉え、

第４時に評価した。 

学習課題   「平家物語」のなぜ？を発表しよう。 

[思考・判断・表現]① 

ドキュメント 

[思考・判断・表現]① 

ドキュメント 

[主体的に学習に取り

組む態度]① 

ワークシート 

[主体的に学習に取り

組む態度]① 

ワークシート 



自身が課題設定したテーマを探究する活動を通して、「古

典に表れたものの見方や考え方」を自分の言葉で表現でき

ているかを確認した。 

「努力を要する」状況（C）と判断した生徒については、他

者の意見が本文のどの部分から読み取れるのか、根拠を明

らかにさせながら、自分の参考にさせる必要があると感じた。 

 

(２)［思考・判断・表現］の評価 

［思考・判断・表現］①について、「登場人物の言動の意味

などについて考え、内容を解釈している」姿を「おおむね満足

できる」状況（B）と捉え、第５時と第６時に総合的に評価し

た。 

「なぜ○○したのか」「なぜ○○したのか」という疑問から

人物の言動の意味について複数の根拠をもとにして人物像

を自分の言葉で表現できているかを確認した。 

「努力を要する」状況（C）と判断した生徒については、他

者がどの人物のどのような言動に着目したのかを確認させ

る指導を行った。 

 

(３)［主体的に学習に取り組む態度］の評価 

「主体的に学習に取り組む態度」①について、第３時に

「学習の見通しをもって自分で設定した課題を解決しようと

している」姿を、第６時に「これまでの学習を踏まえ、改めて

古典に表れたものの見方や考え方や『平家物語』が長い間

語り・読み継がれてきた理由を考えている」姿を「おおむね

満足できる」状況（B）と捉え総合的に評価した。 

「努力を要する」状況（C）と判断した生徒については、自

分のまとめたものや他者の意見でどのようなものが多いの

かを確認させる指導を行った。  

 

７ 実践を振り返って（個別最適な学びと協働的な学びについて） 

本実践では、①本作品を読んで、疑問に思ったこと、興味を持ったこと、詳しく知りたいと思ったことを挙げ、学

習課題を設定する場面、②「なぜ○○か」というテーマを設定し、作品・人物の特徴をまとめる場面の２つの場面

において自分自身の課題設定を行う活動を仕組み、個別最適な学びの実現へとつなげた。 

また、個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実に向けて、課題設定をする場面や調べたこと、考えたこ

とをまとめる活動を行う際に、１人１台端末を活用し、他者の考えを共有できるようにした。他者の考えや活動を

参考にすることで、自分の課題や考えを深めたり、自分の課題解決の方法を工夫したりすることができた。また、

お互いの考えを自由に閲覧し、考えをまとめている段階で比較検討し合うことで、お互いに学び合いながら自分

の解釈をまとめることができた。これまでの学習過程では、個人の考えをまとめ終えてから全体交流等の活動を

行っていたが、ICT機器を活用し、考えをまとめている段階での考えの共有も効果的であると感じた。 


